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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、染色体構築に関わるタンパク質複合体であるコンデンシン I 及び IIの作用機序を生化学

及びシミュレーション（数理計算）により解明するものである。 

（意見等） 

 中間評価において指摘のあった、DNAのねじれを生むコンデンシンモデルの構築についてはこれまで

の問題点を明らかにし、根本的にモデルを見直すことで解決している。その結果、安定なコンデンシン

挙動を示す DNA ループ形成シミュレーションの構築に成功し、新たな染色体凝縮機構の提唱に至って

いる。生化学的解析においては、コンデンシンの複数の活性の再構築系を確立し、コンデンシン Iと II

の生化学的な違いとその分子メカニズムを明らかにした。鍵を握ると考えられる細胞周期特異的な翻

訳後修飾を含めた再構成系構築にも既に着手しており、それらを含めた研究代表者らのコンデンシン

の機能モデルの生化学的証明が期待できる。 


